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１ 目的
部活動の活動時間，参加目的や地域クラブの在り方等に関する
アンケート調査を実施し，部活動の地域展開の更なる充実に向けた
検討会議等の資料とする。

２ 実施期間
令和７年７月 ８日（火）指導課より学校へ依頼文書発出

７月 1４日（月）アンケート受付開始
７月２９日（火）アンケート締め切り

アンケート概要
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３ 対象者（人数は令和７年５月１日現在）
（１）柏市立各小学校４年生児童 （児童数3,632人，回答率70.7％）
（２）柏市立各小学校５年生児童 （児童数3,624人，回答率73.5％）
（３）柏市立各小学校６年生児童 （児童数3,415人，回答率68.6％）
（４）柏市立各中学校１年生生徒 （生徒数3,222人，回答率71.8%）
（５）柏市立各中学校２年生生徒 （生徒数3,191人，回答率70.9%）
（６）柏市立各中学校３年生生徒 （生徒数3,390人，回答率64.3%）
（７）柏市立各中学校教職員 （教職員数700人，回答率36.4%）

※常勤（管理職含む）

４ 実施方法
Microsoft Formsにて実施。（任意の回答）

アンケート概要
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児童へのアンケート結果①
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児童へのアンケート結果② ：上位３種目
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児童へのアンケート結果③
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生徒へのアンケート結果①
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生徒へのアンケート結果②
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生徒へのアンケート結果② 「部活動に参加する目的」その他の回答について

加入理由カテゴリ 件数 主な内容

１ 好き・興味・趣味 40 「楽しい」「音楽が好き」「絵を描きたい」

２ 成績・進学 20 「成績に入る」「内申点」「受験のため」

３ 友人・仲間関係 18 「友達がいた」「誘われた」

４ 親・家族の勧め 22 「親に言われた」「家族の影響」

５ 継続（小学校・習い事から） 15 「小学校からやっている」「習い事の延長」

６ 将来の夢・目標 10 「プロを目指す」「夢のため」

７ 人間的成長・礼儀 12 「礼儀」「人間性を学ぶ」「成長」

８ 健康・体力・ダイエット 16 「体力向上」「痩せるため」「健康」

９ その他・なんとなく 15 「なんとなく」「暇つぶし」「強制的」

加入理由の分類（大項目）
自由記述を以下の9分類に整理（複数の要素を含む回答は主な動機に分類）。
一番多いのは「好き・趣味」。次いで「親や周囲の勧め」，「成績」が目立つ。



9

生徒へのアンケート結果③
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生徒へのアンケート結果③ 「部活動に参加しない理由」その他の回答について

外部の地域クラブでの活動が最も多い。

その他は
「進路（学習時間の確保）」，「夢のために時間を使いたい」
「転校があった」，「既に引退」
「人間関係」，「顧問との関係性」
「体力が続かない」，「病気や障害」
「親の反対」，「お金がかかる」
「部活動に興味がない」
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生徒へのアンケート結果④
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生徒へのアンケート結果⑤



13

生徒へのアンケート結果⑤「地域クラブ（KSCA）に入っていない理由」その他の回答

理由カテゴリ（大分類）

１ 時間・スケジュールの都合：「土日が忙しい」「勉強と両立できない」など

２ 興味・意欲の欠如：「やりたくない」「めんどくさい」「意味を感じない」など

３ 習い事・クラブチーム優先：「クラブチームに入っている」「習い事がある」

４ 身体的・健康的理由：「怪我している」「体力的にきつい」

５ その他／個別事情：「親に止められた」「家庭の事情」など

６ クラブの存在なし：「文化部（吹奏楽以外）なのでクラブがない」

「入りたい種目のクラブがない」など

７ クラブを知らない／情報不足：「KSCAをよく知らない」など
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生徒へのアンケート結果⑥

【その他（少数）】
≪運動≫
ドッジボール
スケート
硬式テニス
ビーチバレー
水泳
合気道
ゴルフ
カバディ
ライフル射撃
縄跳び
水球
ビリヤード
乗馬
バレエ
新体操
アーチェリー
合気道

≪文化≫
かるた
レゴ
軽音楽
天文
料理
麻雀
書道
手芸
カードゲーム
小説
華道
合唱

など

：上位３種目
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教職員へのアンケート結果①（回答した教職員について）
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教職員へのアンケート結果②

「指導する上で大切だと思うこと」
その他の回答

・人間性の向上
・社会性の育成
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教職員へのアンケート結果③
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教職員へのアンケート結果④
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バスケット
ボール
(C38/886)

ソフトテニス

(C25/599)

軟式野球

(C14/347)

バドミントン

(C11/269)

剣道

(C9/123)

ハンド
ボール
(C1/35)

体操

（C1/2）

ダンス

（C1/16）

吹奏楽

（C21/666）

種目
（C:クラブ数
／生徒数）

卓球

(C18/486)

サッカー

(C16/389)

ソフトボール

(C2/34)

バレー
ボール
(C18/511)

柔道

(C2/15)

女子
サッカー
（C1/6）

陸上短・
長距離

（C16/163）

硬式野球

（C1/23）

市内中学校数 公立校 21校

全1７種類 （R７さらに新クラブ設置予定）

クラブ数 188クラブ

合計 4,590名（1クラブ 平均24.4名）

指導員数

教員（6割） 一般（4割） 計

約226名 約158名 約384名

↓柏市の中学校教職員全体の３割程度が指導員登録（兼職兼業）

【参考資料】地域展開の現状（令和７年6月現在）
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教職員へのアンケート結果④ [地域展開されたことで生じたメリット」その他の回答

「勤務時間が減った」，「教員の負担軽減」，「週休二日制に近づいた」
「教員の働き方改革につながる」
「家族との時間が増えた」，「休日に余裕ができた」
「地域人材の活用」
「専門の指導者に任せられる」，「生徒は専門性の高い指導が受けられる」
「けが等での病院搬送や保険手続きが減った」
「質の高い睡眠がとれている」，「心の余裕が生まれる」，
「笑顔で過ごせる」
「指導員をし，給料が増えた。知識が得られた」

教員としての勤務改善や生活改善，メンタル面を含めたワークライフバラン
スへの言及が目立つ。
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教職員へのアンケート結果⑤ 休日の部活動が地域展開されたことで生じた
デメリットはなんですか？

１ 地域クラブの指導員をしていない教職員の回答
「部活とクラブの連絡・調整が煩雑」，「外部指導者との調整困難」
「平日と休日での温度差」
「施設管理不十分」，「休日活動の把握困難」，「地域格差の拡大」，「競技力低下」
「小中体連主催大会の引率負担」「指導員によるけが対応の不安」
「指導員の家庭時間の減少」，「大会調整が煩雑」「地域差による格差」

２ 地域クラブの指導員をしている教職員の回答
「部活との区別が曖昧」，「試合，練習調整の負担」
「会計や報酬の不透明さ」，「給与の支払い額」
「指導員の休日が減る」，「練習時間減少で競技力低下」
「外部指導者との関係性の構築」，「顧問と指導員の連携不足」
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教職員へのアンケート結果⑥
地域展開の更なる充実に向けて，
求めることはありますか？

１ 地域クラブの指導員をしていない教職員の回答
「平日の地域展開を進める」，「平日の地域移行が不可欠」
「更に教員の負担軽減」，「地域指導員の充実」など，

２ 地域クラブの指導員をしている教職員の回答
「制度の改善（報酬額・連絡体制・事務負担）」
「全ての大会の完全移行を求める」
「活動時間の増加」，「登録制度の柔軟化」


